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資料 1 「修士課程学生への進学意向調査」結果 

 

 

調査対象： ⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサイエンス研究科修⼠課程1年⽣
調査対象者数： 21⼈
調査回答者数： 18⼈

質問1 修⼠課程修了後の、⼤学院博⼠課程への進学意向
1 修了後すぐに、⼤学院博⼠課程への進学（検討中も含む） 8
2 ⼀度就職した後、⼤学院博⼠課程への進学（検討中も含む） 7
3 ⼤学院博⼠課程への進学は考えていない 3

質問2 博⼠課程進学を希望する場合、志望する⼤学院の設置者（複数回答）
1 国⽴ 14
2 公⽴ 2
3 私⽴ 2

※質問1に「1」「2」と回答した者のみ集計

質問4 ソーシャル・データサイエンス研究科博⼠課程の受験意向
1 第⼀志望として受験する 12
2 第⼆志望として受験する 1
3 第三志望として受験する 0
4 受験しない 1

※質問1に「1」「2」と回答した者のみ集計

質問5 ソーシャル・データサイエンス研究科博⼠課程への⼊学意向
1 ⼊学する 12
2 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に⼊学する 0
3 ⼊学しない 1

※質問4に「1」「2」「3」と回答した者のみ集計
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資料 2 「他研究科修士課程学生への進学意向調査」結果 

 

 

  

調査対象： ⼀橋⼤学⼤学院（ソーシャル・データサイエンス研究科を除く）修⼠課程1年⽣
調査対象者数： 407⼈
調査回答者数： 81⼈

質問1 修⼠課程修了後の、⼤学院博⼠課程への進学意向
1 修了後すぐに、⼤学院博⼠課程への進学（検討中も含む） 27
2 ⼀度就職した後、⼤学院博⼠課程への進学（検討中も含む） 18
3 ⼤学院博⼠課程への進学は考えていない 36

質問2 博⼠課程進学を希望する場合、志望する⼤学院の設置者（複数回答）
1 国⽴ 45
2 公⽴ 8
3 私⽴ 11

※質問1に「1」「2」と回答した者のみ集計

質問4 ソーシャル・データサイエンス研究科博⼠課程の受験意向
1 第⼀志望として受験する 6
2 第⼆志望として受験する 5
3 第三志望として受験する 8
4 受験しない 25

※質問1に「1」「2」と回答した者のみ集計

質問5 ソーシャル・データサイエンス研究科博⼠課程への⼊学意向
1 ⼊学する 6
2 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に⼊学する 13
3 ⼊学しない 0

※質問4に「1」「2」「3」と回答した者のみ集計
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資料 3 「PBL 演習協力企業への進学意向調査」結果 

 

 

 

 

  

調査対象： PBL演習協⼒企業
調査対象数： 20機関
調査回答数： 10機関

質問1

1 いる 5
2 いない 0
3 わからない 5

質問2

1 すでに進学・学び直しを⽀援する制度がある 2
2 7

3 進学・学び直しへの個別⽀援を⾏う予定はない 1

貴社／組織にお勤めの⽅で、⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサイエ
ンス研究科博⼠課程への進学（または博⼠取得者による学び直し）を希
望される⽅はいると思われますか。

貴社／組織にお勤めの⽅で、⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサイエ
ンス研究科博⼠課程への進学（または博⼠取得者による学び直し）を希
望される⽅がいた場合、組織的な⽀援（⾦銭的⽀援や時間的な⽀援）を
⾏うことができる可能性はありますか。

個々⼈の希望や状況に応じた進学・学び直しの個別⽀援を検
討する可能性がある

－学生確保（資料）　－5－
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資料 4 「PBL 演習協力企業への採用意向調査」結果 

 

 

 

調査対象： PBL演習協⼒企業
調査対象数： 20機関
調査回答数： 10機関

質問1

A 10

B 4

C 5

D 7

E 9

F 7

G 6

質問2

1 関係がある 8
2 やや関係がある 2
3 あまり関係はない 0
4 関係はない 0

質問3

1 ぜひ採⽤したい 8
2 採⽤を検討したい 2
3 採⽤しない 0

質問4

1 1名 4
2 2名 1
3 3名以上 1
4 ⼈数は不明 4

社会⼈でも就学しやすいよう、必修講義が1年次の⾦曜⽇午後に集中して配置
されている点

社会⼈でも就学しやすいよう、⻑期履修制度（最⻑6年間まで在学可能）が整
備されている点

⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサイエンス研究科博⼠課程の修了⽣を、貴社／
組織で採⽤したいと思いますか。

⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサイエンス研究科博⼠課程での学修・研究内容
は、貴社／組織の業務内容・性質等と、どの程度関係がありますか。

質問3で、⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサイエンス研究科博⼠課程の修了⽣
を、貴社／組織で「1 ぜひ採⽤したい」「2 採⽤を検討したい」と回答された⽅
に質問します。現時点で採⽤可能と思われる⼈数は1年あたり何⼈ですか。 （博⼠課
程の⼊学定員は7名程度を予定しております）

⺠間企業・公的セクターとの共同研究・受託研究等の経験が豊富なソーシャ
ル・データサイエンスの専⾨家（添付資料をご参照ください）による、研究
指導を受けることができる点

貴社／組織の業務内容・性質等の観点から、⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサ
イエンス研究科博⼠課程の以下の特徴は、どの点が魅⼒的だと感じますか。当ては
まるものを全て選択してください。

研究遂⾏⼒に加えて、現代社会においてビジネス⾰新や社会課題解決を実現
できる⼒を⾝につけることができる点

ソーシャル・データサイエンスの知⾒を活⽤した研究開発を⾏ううえでの研
究倫理や、研究開発マネジメントを学ぶことができる点

ソーシャル・データサイエンスの最先端の研究を⾏っている学内外の研究者
によるワークショップで、議論に参加することができる点

現実社会におけるソーシャル・データサイエンスの研究開発の現場を知り、
最先端の知⾒を社会実装するための⼿法を⾝につけるための共同プロジェク
ト演習に参加することができる点

－学生確保（資料）　－6－


	資料1　「修士課程学生への進学意向調査」結果
	資料2　「他研究科修士課程学生への進学意向調査」結果
	資料3　「PBL演習協力企業への進学意向調査」結果
	資料4　「PBL演習協力企業への採用意向調査」結果



